平成２５年度第１回朝日地域公民館運営審議会記録（概要）
期日：平成２５年６月１７日（月）　　

時間：午後７時００分～午後８時4０分　　　
場所：すまいる　多目的研修室　
【出席者】

委　員：工藤悦夫委員、渡部英樹委員、佐藤正委員、松本壽太委員、伊藤朝喜委員、
清野吉喜委員、今野めぐみ委員、渡部力雄委員、清野義次委員、渋谷一志委員
　地区公民館：朝日中央公民館長、朝日南部公民館長、朝日東部公民館長、

　　　　　　　朝日中央公民館主事、朝日南部公民館主事、朝日東部公民館主事

　事務局：朝日庁舎総務企画課主幹、専門員、主任
【欠席者】

委　員：岡本一男委員、佐藤千恵委員、佐藤清委員、清野吉男委員、本間正芳委員
【公開・非公開】公開

【傍聴者】無し

○委嘱状交付

委員及び事務局紹介

1． 開　会　　朝日中央公民館主事
2． あいさつ　朝日中央公民館長　朝日庁舎総務企画課主幹
3． 委員長・副委員長の互選について
　　　　推薦により委員長に清野吉喜委員、副委員長に渡部英樹委員が選出される。

4． 協　議

委員長：委員長にご指名賜りました。よろしくお願いします。それでは協議に入りたいと思いますので、事務局から説明お願いします。
（1） 平成２４年度朝日地域地区公民館事業実施状況報告について
資料に基づいて朝日中央公民館主事が説明

委員長：平成２４年度事業実施状況報告について説明がありましたが、質問はございませんか。
委　員：朝日南部公民館タキタロウ楽校の「一閑張り」とはどういうものか？

朝日南部公民館主事：「一閑張り」の事業内容について具体的に説明

委員長：ほかに質問が無ければ次の議題に進ませていただきます。（２）（３）は関連しますので一括して説明お願いします。
（2） 平成２５年度朝日地域地区公民館運営方針について
（3） 平成２５年度朝日地域地区公民館事業計画について
資料に基づいて（１）（２）一括して朝日中央公民館主事が説明

委員長：平成２５年度の運営方針並びに事業計画について説明がありましたが、質問はございませんか。
委　員：地域運動会への補助金が前年度比マイナス３パーセントシーリングであるということだが、今後公民館のコミセン化を進めていくという計画の中で鶴岡市は何を考えているのか。今後毎年補助金を減額していくのか。市の方針がよく理解できない。
朝日中央公民館主事：ここ数年マイナスシーリングが継続されているが、来年度以降の市の方針については今説明できる状況ではないが、公民館担当としては減額しないように要求していきたいと考えています。

委員長：そのほか質問意見はございませんか。

委　員：生涯学習情報誌「まなぼうや」だけでなく市広報紙や色々なチラシが毎月たくさん配布されているが、どのくらい周知されているものなのか。どれだけの効果があるものなのか。
朝日中央公民館主事：配布されている広報誌等の効果については調査しておりませんので、わかりませんが、市のホームページにおける関係部署のサイトがどのくらいアクセスがあるかということについては、市で集計しており、朝日庁舎のページでは産業課の観光情報が上位にランキングしていることはわかっています。市の広報紙に掲載されるイベント情報についての問い合わせは、どちらかというと市内の方が多いようです。それだけ広報紙をご覧になってる方が市内の方は多いと認識していますし、朝日おしらせ版は今年から隔月発行になりましたので、生涯学習情報誌「まなぼうや」の重要度は増していると考えています。朝日・櫛引地域にはケーブルテレビ放送もあり、様々な情報を発信していますので、朝日地域住民の方からは是非活用していただきたいと考えております。
委員長：ほかに質問が無ければ、後の議題もありますので次に進ませていただきます。一番重要な課題だと思われます「鶴岡市地域ｺﾐｭﾆﾃｨ基本方針の概要について」を説明お願いします。
（4） 鶴岡市地域ｺﾐｭﾆﾃｨ基本方針の概要について
資料に基づいて総務企画課主幹が説明

委員長：新しいコミュニティ組織を作るということは、何らかの課題があるからだろうし、そういう課題がどこから出ているのか、住民のニーズがあるのか。
総務企画課主幹：コミュニティセンター化については朝日地域においても先ほど申し上げたような地域コミュニティを取り巻く背景があり、現状において様々な課題が見込まれる中で新しい地域コミュニティ組織を目指して策定されたものです。
朝日中央公民館主事：この基本方針が策定されるまでには、朝日地域においても数年にわたり全集落を回ってコミュニティ実態調査を行っており、それらの全市の課題が集約された内容をもとに、行政改革方針に基づいて策定されたものと認識しています。
委　員：自治組織代表者会議とかでも話し合ってはいるが、今言われたようにコミュニティ実態調査を踏まえての行政改革方針ととらえてよいのではないか。
委　員：この話は、前回の公民館運営審議会ではじめて知ったわけですが、そして、今年これから地域に説明会を行っていって、バタバタっと一方的に話を進めていって平成２７年度からコミュニティ活動センターに移行するのは、地域住民に対する啓蒙期間が少なすぎるのではないか。時間をかけると都合が悪いことはあるのか。
総務企画課主幹：これから３８集落の自治会長、８地区の公民館連絡協議会の会長そして３地区ごとに地元説明会を行い進めていきたい。 
委　員：いままでは地区公民館の運営については自前に各自治公民館で話し合ったものを地区公民館に持ち上げて自治会長も入った公民館連絡協議会組織でで色々検討して、地域の伝統や習慣に則った地区公民館事業を展開をしているわけで、これをたとえば大網全体で活動センターとしてやることになると、各集落自治会のこれまでの考え方が反映されないことになることが懸念されるので、住民の理解を得るにはそれ相当の時間を費やして十分話し合いをする必要がある。一方的過ぎるのではないか。
総務企画課主幹：各集落の考えが十分反映されるよう進めてまいりたい。 
委　員：先般の東部公民館での地域懇談会の資料には、駐在員制度を廃止するということなので、そうなると集落を誰がまとめるのか。新しい地域活動センターの職員が、その都度集落に出向いてまとめるのか。どういう形で地域活動を行うのか。
朝日中央公民館主事：市が各集落の駐在員を委嘱する制度は廃止するが、それぞれの集落自治会長はそれぞれの自治会で選ぶわけで、これまでの駐在員報酬相当額は直接自治会長に支払うものではなく、それぞれの自治会に総合交付金という形で新しい積算基準で各自治会に支払われることになります。
朝日東部公民館長：要するに、総合交付金という形で一括して自治会に支払われるので、その中でやりくりしてくださいよ。という趣旨のものですから、実際にはどういう基準でどのくらい支払われるか、使途内容区分もわからない状況なので、どうなるのか不明な状況なわけです。
委　員：集落がないがしろにされていくのではないか心配ですし、地域住民は何がなんだかさっぱり理解していない状態なわけです。そういう状況の中で、２７年度から公民館が無くなるということだけが伝わっている状況なのです。朝日東部公民館長さんはどういう風に考えているのですか？

朝日東部公民館長：具体的には予算の使い方に縛りがあるのかどうかも不明なので、これまでより良くなるのか悪くなるのかは全くわからない状況です。２６年度からの移行に向けて藤島が先行して進めているので、その状況を見守りながら検討していくしかない。
委　員：大網地区は昔から公民館事業は積極的に取り組んできた地域であり、そんな時代に生きた人間が現在老人クラブの年齢になっており、そういう人たちはこれからどうなっていくのか非常に心配している。
総務企画課主幹:今年度の目標としては、組織作りに向けて住民の皆さんからご理解をいただきながら慎重に進めていきたい。今までの公民館事業や老人クラブの活動がさらに充実するように新たなコミュニティづくりを目指していきたい。
委員長：このことについては、もう少し具体的な内容が見える形で話合いがもてればよいと思います。また説明会があると思いますので、この辺で協議を終了し、座長を降りさせていただきます。
５．その他
（１）地区担当職員制度について　

　　駐在員会議添付資料に基づいて朝日中央公民館主事が報告　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）災害時地区指定職員体制（朝日地域）について

駐在員会議添付資料に基づいて朝日中央公民館主事が報告
　　　　　　
6． 閉　会　　朝日中央公民館主事
